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2018 年 2 月 5 日 

報道関係各位 

一般社団法人日本能率協会 

産業振興センター 

～農と食の展示会～ 

 
次回は、３つの専門展示会＋２つのゾーンで開催 

関連製品・技術・サービスの出展を募集します！ 
 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村正己）は、2018 年 6 月 20 日（水）・21 日（木）に、マリ

ンメッセ福岡で、【農】と【食】の専門展示会「九州アグロ・イノベーション 2018」を開催します。 

第４回目の開催となる次回は、3 つの専門展示会を併催するスタイルに進化。農の分野では、農作物の生

産、収穫、選果、加工、販売における技術・サービスが一堂に会する専門展示会「九州施設園芸・農業資材

展 2018」、農作物の生産、収穫、選果、加工における労働負担軽減策を提案する専門展示会「九州スマート

アグリ技術展 2018」の２つの展示会で構成。食の分野では、農産物、農産・畜産加工品が一堂に会する専

門展示会「九州アグリ・フードビジネス展 2018」を開催します。 

あわせて、地域ならではの課題にあわせ、「自然災害対策特設ゾーン」「施肥・土づくり特設ゾーン」の２

つのゾーンも新設します。 

九州は、農業生産法人 4,500 経営体【全国第 1 位!!】※１、トマト収穫量 157,690t・いちご収穫量 50,470t

【全国第 1 位!!】※2 と魅力あふれる地域です。農業生産者や外食・中食、小売、商社・卸など幅広い方々

の来場を予定しています。 

現在出展者を募集しており、出展料金は日本能率協会会員は１ブースあたり 291,600 円～、会員外は１ブ

ースあたり 324,000 円～。早期申し込みの場合は割引特典があります。お申込みは日本能率協会（TEL：

03-3434-1988）まで。 

◆開催概要（予定）http://www.jma.or.jp/ai/kyushu/ 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【問い合せ先】一般社団法人日本能率協会 産業振興センター （担当：栗橋、山口、田中） 

〒105-8522 東京都港区芝公園 3-1-22 TEL: 03-3434-1988／FAX: 03-3434-8076 

※取材に関するお問い合せは、広報室（担当：斎藤／TEL：03-3434-8620）へお願いします。 

N e w s  L e t t e r 

開催告知のお願い 

展示会名称 ：九州アグロ・イノベーション 2018 

構成展示会 ：「九州施設園芸・農業資材展 2018」「九州スマートアグリ技術展 2018」 

「九州アグリ・フードビジネス展 2018」  ※詳細は次頁参照 

特設ゾーン ：「自然災害対策特設ゾーン」「施肥・土づくり特設ゾーン」 

会  期  ：2018年 6月 20日（水）・21日（木）9:30～16:30 

会  場  ：マリンメッセ福岡 

主  催  ：一般社団法人日本能率協会 

予定規模  ：出展者数 100社・団体／150ブース 

来場登録者数：3,500名（予定） 

出展料金  ：【日本能率協会会員】￥291,600／1小間（間口 2.97m×奥行 2.97m×高さ 2.7m） 

（税込）   【会員外】     ￥324,000／1小間（間口 2.97m×奥行 2.97m×高さ 2.7m） 

  ※3月 23日（金）までに申込むと、早期申込特典として、1小間につき￥32,400を割引。 

       【ミニブース】   ￥97,200／1小間（間口 1.98m×奥行 1.98m×高さ 2.7m） 

        ※ミニブースは九州アグリ・フードビジネス展のみ対象。早期申込特典は適用外。 

申込締切：2018年 4月 20日（金） 

合同開催：第 3回 九州ホーム＆ビルディングショー、第 1回 九州商業施設展 
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【九州アグロ・イノベーション 2018 構成展示会のご紹介】 

 

 

 

 

 

 

近年、農業生産法人が増えており、提案の幅も広がってきています。本展示会では、露地栽培から施設園

芸まで、様々な分野の農作物を対象とした技術・サービスを募集します!! 

＜出展対象＞ 

●農業資材・設備：機械工具･農具、誘引具、採果具、農ポリ･マルチ、寒冷紗、不織布遮光、防風ネット、

農薬飛散防止ネット、播種･育苗資材、種苗メーカー、農園芸用支柱、農薬噴霧機器 

など 

●農業機械   ：田植機、野菜移植機、散播機、バインダー、コンバイン、収穫機、ヘイベーラー、 

ロールベーラー、ウィンドローワ、脱穀機、摘採機 など 

●施設園芸関連 ：植物工場、ハウス被覆資材、温室メーカー･ハウス資材、養液栽培メーカー、人工培地、 

防根透水シート、底面給水マット、洗浄機器、栽培枠、栽培ベンチ、 

養液栽培機器・養液栽培補助機器、LED光源、栽培用光源、温室機器･ハウス設備機器、 

灌水資材･細霧設備機器、遮光ネット、遮光シート・波長変換シート、遮光塗料、 

遮熱塗料、炭酸ガス発生剤 など 

●鳥虫獣害対策 ：防虫ネット・防虫網、防鳥・防獣・防雹ネット、蜂ネット、電撃殺虫器、捕虫器、 

防蛾灯、粘着捕虫シート、発生予察器具、電気牧柵、捕獲器、警戒音声、忌避材 など 

●6次産業化向け ：洗い機、スライサー、皮むき機、乾燥機 など 

食品加工機器 

●農業支援コンサルティング 

●流通サービス ：流通アプリ、物流会社、輸出サポート、GAP認証コンサルティング など 

●運搬資機材    ：選別機･選果機、重量計、コンベア、パレット、コンテナ、運搬機器、養生敷板 など 

●包装･梱包資材 ：結束梱包機器、包装資材･テープ･紐･緩衝材･刃物類、袋類 など 

●保管･収納     ：収納庫、保冷庫、冷蔵庫、貯蔵庫 など 

●測定機器      ：温度計･湿度計、PH測定器、糖度測定器、気体測定器、放射能測定器、水質検査機器、 

肥料測定機器、気象・環境測定装置・機器、葉緑素計、分光測色計、色彩色差計、農作

物非破壊検査装置 など 

●エネルギー    ：太陽光発電、バイオマス発電 など 

●農業参入受入自治体 

 

＜来場対象＞ 

生産者をはじめとする業界関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～農作物の生産、収穫、選果、加工、包装、販売における技術・サービスが一堂に会する専門展示会～ 
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＜新規開催＞ 

 

 

 

 

 

 

前回来場者アンケートにおいて、今後の課題として「作業の効率化」を挙げる来場者は全体の 28.3％【第

1 位!!】。また、「スマートアグリ」に関心を寄せている来場者は全体の 44.2％【第 1 位!!】となっておりま

す。本展では、皆様のご要望にお答えし、生産者の労働力不足や高齢化による負担を軽減する IT 関連製品、

ロボット等を募集します!! 

 

＜出展対象＞ 

農業 ICT、農業 IoT、AI、農業ロボット技術、ドローン、環境制御装置、GPS 車両ナビゲーションシステム、 

アシストスーツ など 

 

＜来場対象＞ 

生産者をはじめとする業界関係者 

 

 

＜新規開催＞ 

 

 

 

 

 

 

近年、食に関する消費者の関心は「健康志向」が最も高く、国産品へのニーズが高まっています。この傾

向は今後も増加していくと考えられ、農産物、農産・畜産加工品への期待もより大きくなっていくものと考

えられます。こうした要望に応えるべく、本年度、新たに農産物、農産・畜産加工品に関する専門展示会を

開催します。農産物、農産・畜産加工品を扱う生産者様、メーカー様を募集します!! 

 

＜出展対象＞ 

●農産物  ：穀類、野菜、果物、茶、豆類、畜産物 など 

●農産加工品：麦類、粉類、でん粉、野菜加工品、果実加工品、茶、コーヒー及びココアの調製品、香辛料、 

       めん・パン類、穀類加工品、菓子類、豆類の調製品、砂糖類、こんにゃく など 

●畜産加工品：食肉製品、酪農製品、加工卵製品、はちみつ など 

 

＜来場対象＞ 

外食・中食、小売、商社・卸をはじめとする業界関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～農産物、農産・畜産加工品が一堂に会する専門展示会～ 

 

～農作物の生産、収穫、選果、加工における労働負担軽減策を提案する専門展示会～ 
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【九州アグロ・イノベーション 2018 特設ゾーンのご紹介】 

＜新規開催＞ 

 

 

 

予知する・防ぐ・耐える・復旧する!! 
九州地方は、我が国でも災害の多い地域であり、自然災害への対応が必要となっています。本特設ゾーン

は、地震、台風、豪雨、洪水、干ばつ、高温被害などの自然災害を予知する・防ぐ・耐える・復旧するため

の製品・サービスを募集します!! 

 

＜来場対象＞ 

生産者をはじめとする業界関係者 

 

＜新規開催＞ 

 

 

 

健康な農作物は土づくりから!! 
近年、健康な農作物への需要が高まっています。本特設ゾーンは施肥・土づくりに関する製品・サービス

を募集する、施設園芸・農業資材展、スマートアグリ技術展の横断企画です!! 

 

＜出展対象＞ 

●分析機器・サービス：土壌診断、土壌分析機器・サービス、水分測定器、EC測定器、地温計 など 

●資材・設備    ：土、有機質肥料、無機質肥料、液体肥料、葉面散布剤、土壌改良剤、除草剤、 

蒸気土壌消毒機器、熱水土壌消毒機器、熱風還流式土壌消毒機器機器、 

土壌消毒用シート など 

●農業機械     ：トラクター、プラウ（すき）、ハロー、ローラー、ロータリー耕耘機、代かき機、 

鎮圧機、均平機、うね立機、みぞ切り機、抜根機、心土破砕機、みぞ掘り機、 

モールドレイナ（暗渠せん孔機）、穴掘機、バックホー、 

マニュアスプレッダー（たい肥散布機）、ライムソーワー（石灰散布機）、 

プランタ（点播機）、施肥播種機 など 

 

＜来場対象＞ 

生産者をはじめとする業界関係者 

 

※１ 農林水産省「平成 29 年度農業構造動態調査」より 

※２ 農林水産省「平成 28 年産指定野菜（春野菜、夏秋野菜等）の作付面積、収穫量及び出荷量」より 

   農林水産省「平成 28 年産指定野菜（秋冬野菜等）及び指定野菜に準ずる野菜の作付面積、収穫量及び出荷量」より 

以上 

自然災害対策特設ゾーン 
 

施肥・土づくり特設ゾーン 
 


